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研究成果の概要：ロシアでは，石油・天然ガスの輸出収入を軸とする資金循環が経済を規定し

ており，そこからロシア資本主義の特異性が生じていることを明らかにした。とくに，2000
年以降の世界的な原油価格高騰のなかで，ロシアにおいて油価高騰に基づく家計消費主導の経

済成長メカニズムが形成されたことを初めて統計的に明示した。この認識に基づいて中長期経

済予測を行い，ロシアが輸入代替型の経済成長に移行する可能性を示した。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 10,200,000 3,060,000 13,260,000 

2006 年度 9,400,000 2,820,000 12,220,000 

2007 年度 7,400,000 2,220,000 9,620,000 

2008 年度 8,000,000 2,400,000 10,400,000 

  年度  

総 計 35,000,000 10,500,000 45,500,000 

 
 
研究分野：ロシア経済 
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１．研究開始当初の背景 
 1992 年からの体制転換のなかで，ロシアの
経済制度は歴史的な変化を遂げ，ロシアでは
資本主義的な経済制度が曲がりなりにも機
能するようになった。しかし，ロシア資本主
義は，社会主義の様々な残滓を留める一方，
石油・天然ガスに代表される鉱物資源に依存
する特異な資本主義であると考えられた。本
研究グループは，1990 年代からロシアの資金
循環の分析を行ってきており，2000 年代に入
り，折からの原油価格高騰のなかで，ロシア
において特異な成長メカニズムが形成され
始めたことから，その統計的・制度的な解明
を目指す本研究を申請するに至った。 

２．研究の目的 
 ロシアの資金循環の面から，ロシア資本主
義の特徴を明らかにすることを目的とした。
とくに，次の３つを重視した。 
(1) ロシアの資金循環においてもっとも重要
な石油・天然ガスの輸出収入の資金循環につ
いて，統計的な分析を深める。 
(2) 特異な資金循環をもたらしている制度的
な要因を明らかにする。財政，税制，貿易な
どに関わる制度・政策のほか，石油・ガス産
業，石油・ガス企業の構造を分析することに
より，この点を解明する。 
(3) 石油・ガスの輸出収入の増大に基づく
2000 年以降の経済成長メカニズムの特徴を
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明らかにしたうえで，ロシア資本主義の発展
について中長期的な予測を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 資金循環の統計分析については，ロシア
の統計ごとに分担し（国民勘定，産業連関表，
国際収支表など），数量的な分析を多面的に
行った。一部の作業は，ロシア統計局との共
同作業として行ったため，通常は公表されて
いない統計資料を用いたり，統計方法につい
ての知識を深めたりすることができ，資金循
環の特異性についての深い分析が可能とな
った。 
(2) 制度的な要因の分析についても，役割分
担に沿って研究を進めた。基本的には，文献
のサーベイによる研究であるが，それに加え
て，毎年，共同の現地調査（とくに，省庁，
研究所等における聞き取り調査，意見交換）
を行い，その成果を活用した。 
(3) 中長期経済予測については，資金循環や
制度の分析で明らかにしたロシアの特異性
を考慮に入れたモデルを作成した。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究の成果は，研究代表者・研究分担
者の個々の論文・研究書にまとめられている
ほか，邦語，英語の２冊の研究書として出版
されている。いずれも，研究代表者が編者を
務めたもので，『石油・ガスとロシア経済』（北
海道大学出版会，2008 年）と Dependent on Oil 
and Gas: Russia’s Integration into the World 
Economy（Slavic Research Center, Hokkaido 
University, 2006）である。いずれもいくつか
の書評において高い評価を得ている（５の
〔その他〕参照）。 
(2) この研究によるロシア経済研究上の最大
の成果は，2000 年以降のロシア経済成長メ
カニズムの特異性を解明したことである。そ
れについて，「油価高騰に基づく家計消費主
導の経済成長メカニズム」という特徴づけを
行った。より具体的には，以下の点を解明し
た。 
①油価の高騰と GDPの成長との関係を統計的，
理論的に検討した。GDP 指標は原理的に油価
高騰による輸出収入の増加を十分に反映で
きないことを明らかにしたうえで，交易条件
の改善による交易利得を考慮に入れた実質
国内総所得（GDI）指標が，GDP 指標よりも油
価高騰の影響を的確に反映することを明ら
かにした。 
②油価の高騰と対外経済関係の影響を明ら
かにした。油価の高騰がロシアの貿易構造や
ロシアの比較優位にどのような影響を与え
ているかを統計的に分析し，ロシアの輸出の
石油・ガス依存がますます強まっていること，
ロシアの比較優位もこれらのエネルギー品
目にますます限られるようになっているこ

とを明らかにした。 
 また，ロシアの資本取引に関する数量的分
析を行い，資本流出から資本流入への大きな
変化が 2006 年以降生じていることと，この
変化をもたらした要因を明らかにした。 
③油価の高騰と財政の関係を明らかにした。
原油の採掘税や輸出関税が導入され，税率が
原油の国際価格に連動する方式に修正され
た結果，油価高騰によって税収が自動的に増
えていくシステムが築かれたことを明らか
にした。また，この石油税収を財源とする安
定化基金（いわゆる政府系ファンドの一種）
が，為替管理やインフレ抑制などの点で果た
した役割を分析した。この分析においては，
サウジアラビアとの比較を行い，ロシアが石
油税収について透明性のより高い運用をし
ていることを明らかにした。研究代表者の行
った２大石油・ガス大国であるロシアとサウ
ジアラビアのマクロ経済・財政の本格的な比
較研究は，米国の学術誌に掲載され（後掲雑
誌論文の①），世界的にも初めての試みとし
て注目された。 
④油価の高騰と為替レートの関係を分析し
た。油価高騰のなかで，いわゆるオランダ病
が深刻化し，製造業の発展が妨げられている
ことを明らかにした。輸入の規定要因が為替
レートであるのか所得であるのかという点
に関してはメンバーの間で意見の一致に至
っていないが，研究代表者の策定した中長期
経済予測モデルでは，為替レートであるとさ
れている。 
(3) 本研究では，以上のように，2000 年以降
のロシアの経済成長メカニズムを特徴付け
たうえで，中長期経済予測を試みた。モデル
としては，極めて単純なものであるが，油価
高騰が止まった後，輸入代替型の経済成長に
移るという予測を行い，注目を集めた。この
モデルと予測は，邦語では，『2020 年のロシ
ア』（平和・安全保障研究所，2008 年）に収
録された。それを発展させたものが，米国ス
ラブ学会で報告され（後掲学会発表の①），
反響を呼んだ。この予測，とくに，輸入代替
型経済成長への以降という予測は，油価が大
幅に下落した後の時点においても有効であ
り，本研究の海外共同研究者（エフゲニー・
ガブリレンコフ，ロシアの大手投資会社トロ
イカ・ダイアログの主任研究員）も支持して
いるところである。 
(4) 本研究は，2008～2012 年度の新学術領域
研究「ユーラシア地域大国の比較研究」（領
域代表者 田畑伸一郎）の計画研究「持続的
経済発展の可能性」（研究代表者 上垣彰）
のなかで，中国，インドなどの地域大国との
比較という新たな視点のもとで，継承・発展
される。 
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〔その他〕 
 本共同研究の成果をまとめた２つの共同
執筆の図書（①と④）については，以下のよ
うな書評が出ている。 
 図書の①については，『日本経済新聞』
（2008 年 7 月 13 日），ESP（経済企画協会，
2008 年 10 月），『比較経済研究』（比較経済体
制学会機関誌，46 巻 1 号，2009 年）に書評
が掲載され，専門的，本格的な現在のロシア
経済分析として，高く評価された。 
 図書の④については，英国のロシア経済研
究の第一人者である Philip Hanson が，英国王
立国際問題研究所の International Affairs (Vol. 
83, No. 2, 2007, p. 402) に掲載の書評で，高い
評価を示した。 
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